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第２四半期累計期間業績予想との差異及び通期の業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、平成 27 年５月 13 日に公表の平成 28 年３月期第２四半期累計期間の連結業績予想と、本日公表いた

しました平成 28 年３月期第２四半期累計期間の実績に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたしま

す。また、最近の業績の動向等を踏まえ、前回公表しました通期の連結業績予想を以下の通り修正することとし

ましたので、お知らせいたします。  

記 

 

１.平成 28 年３月期 第２四半期累計期間（平成 27 年４月１日～平成 27 年９月 30 日）連結業績予想との差異 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

四半期純利益 

一株当たり

当期純利益

前 回 発 表 予 想  ( Ａ ) 35,298 △280 △350 △760 △15.90 円

第２四半期累計期間実績 (Ｂ) 30,631 △2,483 △2,364 △2,940 △61.51 円

増 減 額 ( Ｂ － Ａ ) △4,666 △2,203 △2,014 △2,180   － 

増 減 率 ( ％ ) △13.2 － － － － 

(ご参考)  
 前期第２四半期累計期間実績 

44,008 △2,717 △2,859 △3,194 △66.92 円

 

２.平成 28 年３月期 通期（平成 27 年４月１日～平成 28 年３月 31 日）連結業績予想数値の修正 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

一株当たり

当期純利益

前 回 発 表 予 想  ( Ａ ) 78,000 4,000 3,820 2,820 58.99 円

今 回 修 正 予 想  ( Ｂ ) 67,760 850 920 60 1.26 円

増 減 額 ( Ｂ － Ａ ) △10,240 △3,150 △2,900 △2,760 － 

増 減 率 ( ％ ) △13.1 △78.8 △75.9 △97.9 － 

(ご参考)  
 前期実績(平成 27 年３月期) 

95,629 △3,142 △3,439 △4,966 △103.98 円

 

３．第２四半期累計期間連結業績予想との差異の理由 

第２四半期累計期間における業績予想につきましては、「再生可能エネルギーの固定価格買取制度」にお

ける新ルール・新価格の対象となる太陽光発電設備の工事案件が第２四半期会計期間以降に増加してくる

と見込んでおりましたが、施主からの接続申し込みから電力会社からの接続負担金の回答が得られるまで

の期間が前回公表時(平成 27 年５月 13 日）における想定より長くなっており施工件数が見込みを下回りま

した。 

売上高につきましては、これらの状況により、前回予想を下回りました。  

利益につきましては、売上高が下回ったことを主因として、営業損益、経常損益は前回予想を下回りま
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した。上記に加え、本日別途開示しております店舗統廃合に伴い発生する一時的な費用や車輌関連の解約

に係る費用として減損損失 134 百万円を特別損失に計上したため、親会社株主に帰属する四半期純利益は

前回予想から下回りました。 

 

４．通期連結業績予想修正の理由 

通期業績につきましては、ＳＥ事業部門において、太陽光発電事業における環境の変化に対応し、電力

需要の大きい関東、関西、中京地区の体制を強化し、営業における受注活動を展開しており、当下半期連

結会計期間は当上半期連結会計期間に比し、施工案件数の増加を見込んでおります。しかしながら、当第

２四半期累計期間における業績が前回予想を下回ったことに加え、施主からの接続申し込みから電力会社

からの接続負担金の回答が得られるまでの期間が長くなっている状況は下半期も継続すると考えられるこ

とから、年間累計施工案件数は前回予想を下回ることを見込んでおります。 

売上高につきましては、これらの状況を踏まえ、通期予想を上記のとおり修正いたします。 

利益につきましては、当第１四半期会計期間中に実施した経営合理化策等により、当下半期会計期間は

収益性が改善する見通しであります。また、本日開示しております希望退職者募集等の経営合理化策を実

行してまいります。しかしながら、売上高が前回予想を下回ることにより、営業損益、経常損益は前回予

想を下回る見込みであります。上記に加え、希望退職者の募集等に伴い発生する一時的な費用を特別損失

として計上する見込みであり、親会社株主に帰属する四半期純利益は前回予想を下回る見通しであります。 

なお、本日別途「希望退職者の募集、店舗統廃合及び特別損失計上に関するお知らせ」を開示しており

ますので併せてご参照ください。 

 

※上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績

は、今後さまざまな要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

 

以  上 


